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 九州農政局では、例年、九州管内の国営畑地かんがい事業地区の営農推

進担当者が参加する「国営土地改良事業地区営農推進担当者研修会」（以下、

研修会）を開催していますが、今年度は昨年度に引き続き、新型コロナウ

イルス感染症蔓延防止の観点から、中止にしました。そのため、研修会を

予定していました大野川上流地区（大分県）の関係機関の皆様にご協力頂

き、事務局で、１１月２５・２６日に取材を行いました。 

 取材した竹田市西部地区営農振興協議会の取組、国営事業地区内で畑地

かんがい営農を実践している農家の取組をここで紹介します。 

 ２１世紀の基盤整備と営農 

ラ イ ン 
ナ ッ プ 

大分県

熊本県

大野川上流地区

○事業種   
国営かんがい排水事業 

○受益面積  
1,865ha 

（うち大分県側：1,604ha） 
○事 業 費 
   約 720 億円 
○主要施設  

ダム   1 箇所 
揚水機  2 箇所 
ﾌｧｰﾑﾎﾟﾝﾄﾞ 8 箇所 
用水路    43.9km 

位置図  

大野川上流地区概要  

「
大
野
川
上
流
地
区
（
大
分
県
）
」 

畑
地
か
ん
が
い
を
中
心
と
し
た
営
農
取
組
の
紹
介 

 

第６０号 

編集発行 
国営土地改良事業地区 
営農推進対策連絡委員 

（編集事務局：九州農政局農村振興部農地整備課） 

〒860-8527 熊本市西区春日 2 丁目 10番 1号 

０９６－２１１－９１１１ 

さといもへのかん水 

にんじんへのかん水 

キャベツへのかん水 

11～12 面／「石垣島地区」畑地かんがいを中心とした営農取組の紹介 

1～10 面／「大野川上流地区（大分県）」畑地かんがいを中心とした営農取組の紹介 



                    みのり21                          令和4年3月 

 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

大
野
川
上
流
地
区
（
大
分
県
）
の
畑
地
か
ん
が
い 

 
 

 
 

 
 

 

竹
田
市
西
部
地
区
営
農
振
興
協
議
会
の
取
組 
   取材１ 

大野川上流地区 畑地かんがい 営農振興計画の概要 

 

【策定主体】  竹田市西部地区営農振興協議会 

        竹田市 

        竹田市土地改良区、荻柏原土地改良区、荻西部土地改良区 

        大分県農業協同組合豊肥事業部 

        大分県（豊肥振興局、大野川上流開発事業事務所） 
 
【通水時期と営農ビジョン策定・目標年度】 

 通水時期 計画期間 

全面通水 策定年度 目標年度 

大野川上流地区 令和７年度 令和元年度 令和１１年度 

   ※全面通水とは、すべての受益地で設置した給水栓を開くとダムの水が利用できること 

  
【生産目標】 

  農業産出額 

    現状（R１）２９億円→目標（R１１）５０億円 

 大野川上流地区（大分県）の畑地かんがいを推進する取組として、竹田市西

部地区営農振興協議会に情報を事前にいただくとともに、取組について取材し

ましたので、以下の通り紹介します。 

令和２年度の主な取組内容 

 ①営農技術実証 

  ・キャベツ、スイートコーンの畑かん活用（新規） 

 ②補助事業を活用した営農推進 

  ・「規模拡大」、「省力化」、「スマート化」に向け各種補助事業を活用、検討 

 ③菅生野菜集出荷場運営計画 

  ・令和３年度４月稼働に向けた運営計画の策定 

 ④地域就農システムの確立 

  ・「桑木地区」、「下今地区」、「宮平地区」の事業実施 

 ⑤畑かん推進員（マイスター）の育成（H２９設置 荻４名、菅生２名） 

  ・研修会等の開催 

 ⑥畑地かんがいの普及啓発 

  ・「畑かん便り」の発刊、実演会の開催、戸別巡回の実施 

 ⑦農地集積の推進と担い手の育成  

  ・新規就農者の育成、農地中間管理機構の活用推進 

主要作物 

 キャベツ、スイートコーン、だいこん、はくさい、レタス、にんじん、トマト、ごぼう、 

 ほうれんそう、さといも、ピーマン 



                    みのり21                          令和4年3月 

 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畑地かん実証圃の設置 

 これまでの調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、各品目ともかん水による増収効果がみられます。 
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産地パワーアップ計画の概要 

【産地の範囲】大分県竹田市菅生・荻地区 

【対象作物】 露地野菜（キャベツ、にんじん） 

【成果目標】 販売額の 10％以上増加 

【取組内容】 加工用野菜産地形成の推進 

       ①契約取引増加による販路拡大の取組 

       ②加工向け及び中食・外食向け販路拡大の取組 

【推進体制】 

  

 

 

 

 

 

 

【中心的な経営体又は団体の名称】 大分県農業協同組合 

 
 

 

大
野
川
上
流
地
区
（
大
分
県
）
の
産
地
拡
大
に
向
け
た
取
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

菅
生
広
域
野
菜
集
出
荷
場
の
本
稼
働 
   取材２  大野川上流地区（大分県）の産地拡大に向け、産地パワーアップ計画に基づ

く新たな生産・出荷体制について、竹田市西部地区営農振興協議会に情報を事

前にいただくとともに、現地で菅生広域野菜集出荷場について取材しましたの

で、以下の通り紹介します。 

 

畑地かんがいを推進する取組として、竹田市西部地区営農振興協議会に情報を

事前にいただくとともに、取組について取材しましたので、以下の通り紹介し

ます。 

竹田市 

大分県豊肥振興局 

大分県農業協同組合豊肥事業部 

市場関係者、食品加工企業等 

竹田市 

菅生・荻地区 

生産者 

産地拡大に向けた新たな生産・出荷体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・食品加工企業等との契約取引の拡大 

   生産者の安定的な収益確保と販売額の向上を図る。 

 ・露地野菜生産地の拡大 

  キャベツ、にんじんの栽培面積を拡大し、新規取組者確保を進め、産地の拡大、儲かる 

  農業の実現を目指す。 

にんじん 

生産者 

キャベツ 

生産者 

出荷 

鉄コン出荷 

大 

分 

県 

農 

協 

菅生広域野菜集出荷場 

（竹田市菅生） 

にんじん選果機 

（処理量30ｔ/日） 

鉄コン対応の冷蔵庫 

（２３５ｔ規模） 

出荷 

市場等 

取引先 

食品加工 

企業等 

加工向け 

計画出荷 
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菅生広域野菜集出荷場（竹田市菅生） 

にんじん選果機 

 

 

洗浄のため、水槽へ投入 ほ場で収穫されたにんじん 

にんじん 

水槽 

水槽でにんじんを洗浄 水槽で洗浄されたにんじん 

を次の過程へ移動 商品にならないものなどを 

目視で選別 

機械による判別で重量ごとに選別 
箱詰めして出荷へ 

菅生広域野菜集出荷場（竹田市菅生） 

鉄コン対応の冷蔵庫 

鉄コン対応の冷蔵庫 鉄コンに入れられた 

キャベツの貯蔵 

鉄コンに入れられた 

キャベツの移動 
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   取材１ 

～
農
業
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？
～ 

 

親
が
農
業
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
経
営
を
引
き
継
い
だ
。
県

の
農
業
大
学
を
卒
業
後
、
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
活
用
し
て
、
農

家
の
も
と
で
１
年
間
研
修
を
受
け
て
か
ら
就
農
し
た
。 

～
当
初
の
農
業
経
営
は
？
～ 

 

最
初
は
、
だ
い
こ
ん
を
栽
培
し
て
い
た
。
当
時
は
ま
だ
国
営
事
業

は
構
想
段
階
の
た
め
、
用
水
は
水
路
に
貯
留
し
た
も
の
を
ポ
ン
プ
で

く
み
上
げ
て
ほ
場
ま
で
運
ん
で
か
ん
水
し
て
い
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   取材３  取材３、４、５では大野川上流地区（大分県）で畑地かんがいを活用して営農

している農家の取組について取材した概要を紹介します。最初は猪野氏です。 

 
 

 
 

主
な
栽
培
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
だ
い
こ
ん
、
に
ん
じ
ん
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

畑
か
ん
マ
イ
ス
タ
ー 

猪 

野  

隆 

志 
 

氏 

 
 

猪 野  隆 志  氏 

 

ミニトマト 

ハウス 

にんじんの栽培 

スプリンクラーが設置されている。 

～
畑
か
ん
の
利
用
方
法
と
メ
リ
ッ
ト
？
～ 

 

ハ
ウ
ス
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
つ
い
て
は
、
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
夏

で
１
株
当
た
り
２
リ
ッ
ト
ル
程
度
か
ん
水
し
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
で
は
畑
か

ん
は
必
須
で
あ
る
が
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
収
益
性
が
よ
く
、
技
能
実
習
生
の

雇
用
に
も
役
だ
っ
て
い
る
。 

 

露
地
の
に
ん
じ
ん
に
つ
い
て
は
、
土
が
乾
燥
し
た
と
き
に
か
ん
水
し
て

い
る
。
に
ん
じ
ん
は
水
が
不
足
す
る
と
形
が
悪
く
な
り
、
商
品
価
値
が
下

が
る
の
で
、
畑
か
ん
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
。 

～
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
期
間
？
～ 

 

ハ
ウ
ス
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
定
植
を
４
月
下
旬
に
行
い
６
月
中
旬
か
ら

１
１
月
下
旬
ま
で
収
穫
す
る
。 

スプリンクラーにつなぐホース 

スプリンクラー 
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   取材４ 次に若手農家の河野哲也氏の取組を取材した概要について紹介します。 

主
な
栽
培
（
ハ
ウ
ス
：
ピ
ー
マ
ン
、
露
地
：
キ
ャ
ベ
ツ
、
に
ん
じ
ん
等
） 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

若
手
農
家 

河 

野 
  

哲 

也  

氏 

 
 

～
農
業
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

は
？
～ 

 

祖
父
母
が
農
業
を
し
て
い
る

の
を
み
て
、
自
然
に
農
業
を
志
し

て
い
た
。 

河 野  哲 也  氏 

～
ど
の
よ
う
な
か
ん
水
を
行
っ
て
い
る
か
？
～ 

 

露
地
栽
培
に
つ
い
て
は
、
雨
が
降
ら
ず
、
干
ば
つ
に
な
っ
た
時
、

防
除
の
時
な
ど
に
使
っ
て
い
る
。 

ハ
ウ
ス
の
ピ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
チ
ュ
ー
ブ
で
か
ん
水
し
て
い

る
。
ま
た
、
か
ん
水
に
は
か
ん
水
制
御
装
置
を
使
っ
て
い
る
。
ピ
ー

マ
ン
は
５
月
上
旬
に
定
植
し
、
６
月
上
旬
か
ら
１
１
月
下
旬
頃
に
収

穫
す
る
。
こ
の
た
め
、
５
月
中
旬
か
ら
１
１
月
上
旬
ま
で
か
ん
水
す

る
。 

～
畑
地
か
ん
が
い
用
水
が
来
る
前
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
か
？
～ 

 
畑
地
か
ん
が
い
用
水
が
来
る
前
か
ら
、
就
農
し
て
い
た
が
、
天
水

の
み
で
大
変
だ
っ
た
。 

～
畑
地
か
ん
が
い
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
～ 

 

ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
計
画
的
な
か
ん
水
に
よ
り
管
理
が
容
易
と
な

り
、
収
穫
も
計
画
的
に
行
え
る
と
こ
ろ
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
。 

～
農
業
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
？
～ 

 

栽
培
し
て
収
穫
し
、
そ
の
野
菜
た
ち
が
市
場
で
よ
い
評
価
を
得
た

と
き
。
農
業
は
や
っ
た
分
だ
け
報
わ
れ
る
。 

～
農
業
労
働
力
の
状
況
は
？
～ 

 

家
族
労
働
が
中
心
、
忙
し
い
と
き
は
地
域
内
雇
用
も
行
う
。
家
族

労
働
は
自
分
と
両
親
の
３
人
。
ま
た
、
祖
父
に
は
忙
し
い
と
き
に
手

伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。 

  

ピーマン ハウス 
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   取材５ 

主
な
栽
培
（
露
地
：
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
、
は
く
さ
い
、
だ
い
こ
ん
、
ご
ぼ
う
等 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

若
手
農
家 

山 

村 
 

俊 

貴  

氏 

 
 

次に若手農家の山村俊貴氏の取組を取材した概要について紹介します。 

～
畑
地
か
ん
が
い
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
～ 

 

畑
地
か
ん
が
い
施
設
が
整
備
さ
れ
る

前
は
タ
ン
ク
に
水
を
た
め
て
、
各
ほ
場

に
ま
わ
っ
て
い
た
が
、
整
備
さ
れ
た
後

は
、
各
ほ
場
に
給
水
栓
が
あ
る
の
で
、

移
動
時
間
が
少
な
く
な
り
、
効
率
的
に

作
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

ま
た
、
畑
地
か
ん
が
い
の
用
水
を
利

用
し
て
ハ
ウ
ス
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を

は
じ
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
有
利
な
時
期

に
出
荷
で
き
る
。 

～
農
業
を
行
っ
て
い
る
状
況
？
～ 

 

祖
父
ら
が
経
営
し
て
い
る
卯
野
農
場
の
職

員
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
農
業
に
つ
い
て
勉
強

し
て
い
る
。 

～
農
業
を
は
じ
ま
た
き
っ
か
け
は
？
～ 

 

子
供
の
こ
ろ
か
ら
収
穫
の
手
伝
い
を
す
る

な
ど
農
業
は
身
近
な
存
在
だ
っ
た
。
そ
れ
で
農

業
大
学
校
を
卒
業
し
て
就
農
し
た
。 

山 村 俊 貴  氏 

はくさい 

卯野農場倉庫 
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～
農
業
を
と
お
し
た
ひ
と
と
の
つ
な
が
り
は
？
～ 

 
毎
年
、
７
月
中
旬
の
日
曜
日
ご
ろ
に
、
道
の
駅
で
竹
田
市
と
う
き
び

フ
ェ
ス
タ
イ
ン
菅
生
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
道
の
駅
に
隣
接
す
る

ほ
場
で
来
場
者
に
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
収
穫
体
験
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
と
お
し
て
農
業
に
親
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
。
儲
け
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
。

こ
れ
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
る
と
思
う
。 

～
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
思
う
こ
と
？
～ 

 

農
業
は
重
い
も
の
を
運
ぶ
な
ど
重
労
働
が
あ
る
。
技
能
実
習
生
の
方

に
は
そ
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
も
ら
っ
て
感
謝
し
て
い
る
。
ほ
場
は
条

件
が
悪
い
と
働
く
ひ
と
が
い
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
に
も
安
心
し
て
水

が
使
え
る
ほ
場
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。 

さといも 

 さといもは、スプリンクラーに

よるかん水で収量、品質を向上さ

せることができる。スプリンクラ

ーは栽培期間中設置しているが、

収穫時には撤去する。収穫は市場

の動向をみながら行う。 

キャベツ 

無かん水区 

干ばつによる生育停滞で 

形が悪いいもが多発した 

かん水区 

定期的なかん水により 

高品質な丸いもが多く得られた 

  
かん水により 

丸いも増加 

  

ハウスでの育苗 
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 猪野氏、河野氏にはハウスに設置しているかん水制御装置をみせてもらいまし

たので、その状況を紹介します。 

液肥混入機 

かん水タイマー、液肥混入機の設置状況 

かん水タイマー 
防塵器 

かん水タイマー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   取材６ 

か
ん
水
制
御
装
置
の
紹
介 

大野川上流地区（大分県）では、従来、散水機材の導入にあたっての農家負担率は５％とし

て、営農を推進してきましたが、さらなる推進のため、令和 2 年度から４年度までの期間

については、市が２％を負担して農家負担を３％（露地野菜）として取り組んでいます。 

～
か
ん
水
制
御
装
置
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
～ 

 

か
ん
水
制
御
装
置
一
式
は
国
営
事
業
整
備
時
に
導
入
し
た
。
液
肥
の
混
入
も
行
え
、

１
回
セ
ッ
ト
す
れ
ば
、
設
定
し
た
時
間
ど
お
り
に
か
ん
水
で
き
、
か
ん
水
中
に
他
の
作

業
が
で
き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。 
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 九州農政局では、内閣

府沖縄総合事務局の協力

を得て、石垣島地区で、畑

地かんがいを中心とする

営農に関して営農研修を

実施する予定でしたが、

新型コロナウイルス感染

症まん延の影響で実施す

ることはできませんでし

た。そこで今回は研修で

お話を聴く予定としてい

た石垣島を代表する 3 農

家の営農について、畑地

かんがいの事例として紹

介します。 

宮古島

石垣島地区
西表島

沖縄本島

〇事業種 

国営かんがい排水事業 

〇受益面積 

4,338ha 

〇事業費  

281 億円 

〇主要施設  

地上ダム５箇所 

頭首工３箇所 

揚水機場６箇所 

用水路 新設 50km、 

改修 55km 

その他中央管理所他 

「
石
垣
島
地
区
」
畑
地
か
ん
が
い
を
中
心
と
し
た
営
農
取
組
の
紹
介 

石垣島地区概要  

位置図  

事例１ 

畑地かんがいによる牧草の効率的な生産 

～畜産農家～ 

     牧草         14ha 

     肉用牛飼養頭数 

          （繁殖） 160 頭 

          （肥育）   50 頭 

 本経営体は畜産農家で、飼料用として牧草を

栽培しています。県営大浦地区関連事業により

スプリンクラーが整備され、牧草への計画的な

かん水が可能となりました。この結果、収穫回

数が無かん水の場合４回であったのが、かん水

により６回となり、土地利用効率は 1.5 倍とな

り、牧草の生産量が大幅に増加しています。採

草後のかん水により再生や発芽が促進された者

と思われます。また、あらかじめ、かん水後施

肥することで肥効が向上したと思われます。年

間およそ 40 頭を石垣牛として出荷していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採草の状況 

0

1

2

3

4

5

6

7

無かん水 かん水

牧草の収穫回数

収

穫

回

数

（回）

かん水により

収穫回数が1.5倍に

４回

６回
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事例２ 

畑地かんがいによるきめ細かい栽培管理

による高品質生産 ～マンゴー栽培農家～ 

（施設）マンゴー 0.5ha 

（施設）アセロラ  0.3ha 

本経営体は施設園芸農家です。畑地かん

がい施設が整備される前は、かん水作業に

１日当たり３時間以上かかっていました。

しかし、平成 19 年の通水（国営名蔵川地

区関連事業）により、整備後は１日当たり

10 分程度で済むようになりました。この

ためかん水にかかる時間は10分の１以下

となり、経営規模の拡大を実現していま

す。また、整備された給水栓に液肥混入器

を取り付け、かん水と同時に肥培管理も行

うことで作業効率も向上しています。マン

ゴーは周辺農家と出荷組合を結成して直

接消費者へ宅配しています。アセロラにつ

いては提携している業者に出荷して、ジュ

ースの原料となっています。 

事例 3 

新規就農ではじめた畑地かんがいによる野

菜生産 ～野菜栽培農家～ 

（露地）オクラ 1.00ha 

（露地）にんじん 0.80ha 

（施設）ゴーヤー0.05ha 

（施設）なす   0.05ha 

 本経営体は 20 年間勤務したホテルを退

職後、平成 17 年に畑地かんがい施設が整

備（国営宮良川地区関連事業）された農地

を取得して就農し、平成 22 年から本格的

な野菜生産を開始しました。かん水方法は

埋設定置式スプリンクラーのライザー管に

かん水チューブを接続し、点滴かんがいを

行っています。また、液肥混入機を導入す

ることで、従来の固形肥料を使用した場合

と比較して、肥培管理にかかる時間が５分

の１に短縮しています。オクラについては

農業協同組合を経由して県外へ出荷してお

り、なす、ゴーヤーなどは地域の量販店や

農業協同組合のファーマーズマーケットへ

出荷しています。 

 

 

 

 

  「みのり 21」は、農業生産基盤整備の実施と営農

者・指導関係者の皆さんのご努力が、21世紀の九州

農業に大きな「実り」をもたらすことを期待して命

名したもので、平成３年の初発行から数えて今回で

第 60号となりました。 

今後もタイムリーで役立つ情報提供に努めて参り

たいと思いますので、誌面に対するご意見・ご要望 

編 

集

後

記 

 

や現地情報等を、お気軽に編 

集事務局までお寄せ下さい。 

また、九州農政局のホーム 

ページには、色々な農政情報 

を掲載していますので、こち 

らもご活用下さい。 

九州農政局ホームページ → 

マンゴーの栽培 

にんじんの栽培 

オクラ 

直売所 


